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TheShadow-Lineに お け る瞬 間

西 村 由 利 子

   Only the young have such moments. I don't mean the very young. 

No. The very young have, properly speaking, no moments. It is the 

privilege of early youth to live in advance  of its days in all the 
beautiful continuity of hope which knows no pauses and no introspec-

tion. 

   One closes behind one the little gate of mere boyishness — and 

enters an enchanted garden. Its very shades glow with promise. 

Every turn of the path has its seduction. And it isn't because it is an 

undiscovered country. One knows well enough that all mankind had 

streamed that way.... One goes on. And the time, too, goes on  — 

till one perceives ahead a shadow-line warning one that the region of 

early youth, too, must be left behind.  (p.3)

JosephConradのTheShadow-Lineは 、 冒頭、上 の ような文 章で始 ま

って いる。 止 まる ことも、顧 み ること も知 らぬ、美 しき希望 の連 続の うち

に生 きる若 さ溢 る る者、青年 前期("earlyyouth")に は 「瞬間」("moments")

な ど存在 しは しない。だが しか し、歩 を進め、時 も進 むにつ れて、人 には

前方 に、 「その青年前期 の領 域 も、や がて後 に しな くて はな らぬ」こ とを警

告す る"shadow-line"2)が 見 えて くる。人生 のそ うい った時期 に、「瞬 間」

が訪 れ るとい うので あ る゚。 そ して さ らに、「どうい った瞬間か」とい う問 い

に対 し、次 の ように言葉 を続けて いる。

What  moments  ? Why, the moments of boredom, of weariness, of 

dissatisfaction. Rash moments. I mean moments when the still young 

are inclined to commit rash actions, such as getting married suddenly 

or else throwing up a job for no reason.  (p.4)
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TheShadow-Lineは 、 「私」 とい う船 長が 回想的 に物語 る1人 称小 説 で

あ り、"shadow-line"を 前 に した若 き主人公 「私 」が船長 として初め ての航

海 に出、 そこでの試練 を経 て成長す る、 とい う過程が描 かれて い る。す な

わ ち、青年 前期 も終 りに さ しかか った1人 の若 者の、成 熟へ の イニ シエー

シ ョンの物語 であ る と言え るであろ う。 冒頭 の文章が示 唆す るよ うに、作

中 「私 」 は、 その成長過程 を語 る上 で、 さま ざまな 「瞬 間」 を提示 す るこ

とにな る。

本稿 では、作 品構成 の上 で重要 な役割 を果 してい るそれ ら 「瞬 間」 につ

いて検 討 し、 さらに、 ロマ ン派文学 か らモダニ ズム文学へ とい う伝統 にお

け る、啓示的 な"epiphanicmoments"と の 関連 、Conradの 創 作 意識 とい う

観 点 をも絡 めて考 察 したい。

1

「私」の体験する個々の 「瞬間」 を論 じるに先立って、 まず、作品構造

という大 きな枠組を捉え、 また、そこにおける 「瞬間」の位置付け を考え

てみることが必要か と思われる。

TheShadow-Lineは 、非常にぎくしゃ くとした不連続性 を持つ物語であ

る。突然の激情、衝動、瞬間などが多 く見 られ、それ らを重ねることによ

って、作品の流れは分断され、その瞬間瞬間を念押 しし、確認し、まるで、

印を押してい くような感 を与える。 しかしながら一方で、この物語は 「流

れてい く」 という前提 を持つものなのである。 その流れ を演出しているの

は、主に次の2つ であろう。すなわち、1つ は、主人公 「私」の成長過程

という流れであ り、さらにもう1つ は、作品の後半部において重要な位置

を占める、船の進行 という流れである。そしてその双方共が、滑らかに進

まない。TheShadow-Lineは 、「流動 と停滞」の物語であると言えるかも

しれない。以下に、作品の流れにおけるこの 「流動 と停滞」 を検討 し、さ

らに、それ と 「瞬間」 との関係を考えてみ る。

1人 の若者のイニシエー ションの物語 として、作品前半部において、そ
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の流れ は、 ほぼ主人公 「私」 の成長過程 の流 れ と重 なってい る。真実 を求

め、「自分 につ いての何か を見い出す こ と」("opportunitiestofindout

somethingaboutoneself"p.23)を 求 めて も得 られぬ 「私」 は、倦 怠の 中

に も常 に性急 で、前 のめ りに進 んでい こう とす る。 これ に対 して、成 熟 し

た船 乗 りとして登 場す るGiles船 長 は、終 始落 ち着 き、動作 もゆ った りとし

てい る。敢 えて 言 うまで もな く、この2人 の対比は、言 わば、"shadow-line"

を境 に した"youth"と"maturity"の 対 比 で あろ う。常 に何か しらの衝動 に

突 き動 か され てい る「私 」は、示 唆深 いが謎 の よ うな言葉 を連ね るGiles船

長 との会話 において、苛 立 ち、 そ して突然の怒 りを感 じた りす る。

He gave me a searching look, and in a benevolent, heavy-uncle 

manner asked point  blank  : 
 "Why did you throw up your berth ?" 

 I became angry all of a  sudden  ; for you can understand how 

exasperating such a question was to a man who didn't know.  (p.14)

こ うい った2人 の会 話 を中心 とす る、1、2章 の作 品展開の緩慢 さは、 し

ば しば批判 され る点 であ る。3)し か し、このい らい らさせ るよ うな停 滞 の中

でこそ、 多 くの突 然の激情、 瞬間の意識 が もた らされて いるのであ る。 こ

こで、以 下 の検 討 に先 立 ち、上 の 引用 に も見 られ る 「突 然」("sudden,"

"suddenly")と い う言葉が
、作 中随所 に重ねて用 い られ てい るこ とに留 意

してお きたい。 この言葉 は、 流れの連続性 を中断させ 、 テクス トに緊張 と

衝撃 を与 える もので あ り、 そのい くつか は、「瞬間」に結 び付 くもの、 あ る

いは、 「瞬 間」に準ず るものだ と思 われ るのであ る。

また、 さらに、船 長 の職 を得 た 「私」 を取 りま く状 況が、 まるで魔法 の

よ うに("asifbyenchantment"p.39)進 ん で い く一方 で、主 人公 は しば

しば孤独 と静寂 の中に 引 き籠 り、果 て しない想念 の世 界 に浸 る。 しか し、

後 に見 る よ うに、 この、物語 の進行 を一 見停 滞 させ るか の よ うな"day-

dreamingstate"(p.54)の 中 において,「 私 」 の成 長過 程 を展 開 させ る重

要 な 「瞬間」が訪 れて いるのであ る。 この ように、作 品前半部 にお いては、
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物 語 の 「停 滞」 の中で 「瞬 間」が生 じ、 それ に よって主 人公 の成長段 階が

進む とい う逆接 的な構造 を指摘 す るこ とがで き るであ ろ う。

小説 の後半部 の船 の進行 は、作 品の 「流動 と停 滞」のパ ター ン を、 よ り

はっ き りと明確 に提 示 してい る。 まず、船 は、悪 疫の発生 に よって、6週

間 もの間、 うだ るような熱気 の 中で、 出航遅 延 を余儀 な くされ る。 そ して

よ うや く海へ 出た後 も、凪("deadcalm")に よ って船 は動か ない のであ

る。下 記の 引用 は、TheRimeoftheAncientMarinerと の 近似 をしば し

ば指摘 され る静 止の世 界 の描 写で ある.4)

   With her anchor at the bow and clothed in canvas to her very 

trucks, my command seemed to stand as motionless as a model ship 

set on the gleams and shadows of polished marble. It was impossible 

to distinguish land from water in the enigmatical tranquillity of the 

immense forces of the world. A sudden impatience possessed me. 
   "Won't she answer the helm at all?" I said irritably to the man 

whose strong brown hands grasping the spokes of the wheel stood out 

lighted on the darkness. (p. 76)

「私」の指揮す る船は、まるで光 と影の交差する、磨 き上げた大理石の上に

置かれた模型船のごとくに微動だにしない。・このような全 くの静止、船の

進行の停滞に、主人公ほ、「突然の焦慮」("asuddenimpatience")を 覚 え

ている。

船 をとりま く全 くの不動の世界、熱帯のむっとするような重い大気、闇、

そして静寂。このような凪の 「停滞」が描かれ続けると、主人公のみなら

ず、読者 も、再び 「流動」へ と抜け出る 「瞬間」を切望す る、 という効果

が 自然に生 じるように思われる。さらに言うならば、この作品は、特に後

半部において、「瞬間」を効果的に描 く構造 を持っていると言えるだろう。

「流動 と停滞」という対比が 「瞬間」を必然的に浮かび上が らせているので

ある。

では次に、「私」の体験する、それら個々の 「瞬間」がいかなるものであ
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るか を、考察 してみ る。

II

TheShadow-Lineは 、 既 に見 た よ うに、1人 の若者 の成長過程 とい う、

動的 な流れ を素材 と して作 られて い るが、 その流れの 中に はそれ と相 矛盾

す る ような静 的な 「瞬間」(staticmoments)が く さびの よ うに存在 して い

る。 しか し、逆 にそれ らが、 「流 れ」を発展 させ る 「契機 」ともな ってい る

こ とが わ か るの で あ る。 つ ま り、"shadow-line"を 越 え る こ とに よ って

"youth"か ら"maturity"へ 至 るの だ とい う設定 その ものが裏付 け る よ うに
、

主人公 の成長過程 は、徐々 に進行 す る漸 次的 な ものでは な く、 「瞬 聞的」な

段階 を契機 に発展 して い くものな のであ る。

若 き主 人公 「私 」は、 あ る 日、 冒頭 の引用に ある ような 「瞬 間」 を経 験

す る。す なわ ち、「倦怠 の瞬間」、「不満 の瞬間」、「まだ若 さの残 って い る者

が、軽率 な行 動に走 り出す瞬 間」であ る。「善意 の魔 法使 いで さえ作 り得 ぬ」

申 し分 のな い仕事場 を放 り出 して しまったのだ。

   And suddenly I left all this. I left it in that, to us, inconsequential 

manner in which a bird flies away from a comfortable branch. It was 

as though all unknowing I had heard a whisper or seen something. 

Well — perhaps! One day I was perfectly right and the next every-

thing was gone — glamour, flavour, interest, contentment — every-

thing. It was one of these moments, you know. The green sickness of 

late youth descended on me and carried me off. (p.5)

居心地の良い枝に止 まっていた鳥が、急に飛び立つかのごとくのこの瞬間

から、より成熟 した船乗 りへの成長 という物語の流れが滑 り出すこ とにな

る。その流れにそっている幾つかの主な 「瞬間」を検討 してみよう。

仕事 を離れ、倦怠 と焦燥の中にある 「私」は、Giles船 長の助けを得 て、

思いがけない好機、初めての 「船長」 というポス ト("firstcommand")を

手に八れ る。そして 「瞬間」が訪れるのである。「船長」という抽象概念だ
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け で は得 る ことの で きなか った歓喜 の瞬間 を、「私」は、ただ 「船 」 とい う

具体 的 な存在("theconcreteexistenceofaship"p.40)一 を想 うこ とによ

って、経験 す る。

   A ship! My ship! She was mine, more absolutely mine for posses-

sion and care than anything in the  world  ; an object of responsibility 

and devotion. She was there waiting for me, spellbound, unable to 

move, to live, to get out into the world (till I came), like an enchanted 

princess.... A sudden passion of anxious impatience rushed through 
my veins and gave me such a sense of the intensity of existence as I 

have never felt before or since. I discovered how much of a seaman 

I was, in heart, in mind, and, as it were, physically ... I had an 

exquisite moment. It was unique also. (p.40)

実体 を持 った 「船 」とい う存在 が、「私」の想像 力 をか きたて、類 の ない 「瞬

間」・を生 み出 したのだ と言 え るだろ う。 そ して、 それ に よって、生 の実感、

自分 が船乗 り以外 の何 者 で もないのだ と.いうことを知 るので ある。 さらに、

Bankokに 着 いて 自分 の船 を目に した時、 彼 はその 「船 」が、 「世 に も類 ま

れな女性 の ように、 ただ存在す るだけ で無私 の喜 びを掻 き立て る」 そ うい

う存 在 で あ るこ とを知 り、 こ の上 な い充 実 の 瞬 間 を 味 わ うの で あ る。

(pp.49-50)

船 乗 りに とって、 あ る意味 では、 日常 の見慣 れ た存在 の1つ であ るはず

の 「船」 が主人公 に もた らす、 この不均合 いな までの突然 の反応、 啓示的

な 「瞬間」 をいか に考 えるべ きであ ろ うか。 この瞬間 は、.物語の流 れの上

に静的 なヴ ィジ ョン を生 じさせ てい るよ うに思われ る。孤独 と静寂 の中 で

主人公の想像 力が生 み 出 した もので あ り、 可視 的 な世 界 を、 その想像 力 に

よって変容 させ た審 美的 なイ メー ジであ ると言 えるか もしれ ない。

Conradの 作 品 にお け るこういった「瞬 間」を、「覚 醒 の瞬 間」("moments

ofawakening")す な わ ち"epiphany"で あ る とい う前提 か ら、 その タイプ

を い ろ い ろ と検 討 し たJayB.Loseyは 、Woolfが 指 摘 した"double

vision"と い うConradの 特 質 をあげて、それ こそが、我 々が"epiphany"と
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認識 してい る ものなのだ とす る。さ らに、この"epiphany"を 用 いた こ とに

よってConradは 、Wordsworthら ロマ ン派の詩 人に よっ・て確立 され、モダ

ニ ズムへ と受け継 がれて いった伝 統の 中に位 置づ け られ るのだ として、 そ

の"epiphany"を 、Conradの 初 期 作 品群 にのみ な らず、NostromoやUnder

WesternEyes,そ して このTheShadow-Lineに お いて も見 い出 し得 る と

指摘 し、 それ らが登場 人物達 の印象や、経験 の意味 を読 者 に示す ため に用

い られてい るの だ と述べ てい る。5)

確 か に}「 私 」はGiles船 長 の何 げ ない視 線、彼 との と りとめ のな 吟会 話

の中で、「突然、まるで本 を1ペ ー ジめ くった ら、その前に書 いてあ ったこ

との意 味 を全 て はっ きりさせ て くれ る一語 にぶつか った よ うな」("Allat

once,asifapageofabookhadbeenturnedoverdisclosingaword

whichmadeplainallthathadgonebefore"p.28)啓 示 的瞬 間 を幾度 か

経験す る。RobertF.Haughも 、Conradの 初 期作Heartof1)arknessが 、

「Joyceが 用 いた意味 におけ るepiphanyの 物 語 であ る」と主張 して い る
。6)

だが、ここで1つ の 問い を発 してお きたい。確 かに、Conradの 作 品の 中

には"epiphany"的 な 「瞬間」が存在す る。 しか レ、,それ らを等 し くJoyce

らが 用 いた"epiphany"と 同 義で ある とす る前提 は適 切 なのであろ うか。つ

ま り、Joyceの 用 いた"epiphany"とConradの"epiphany"的 な 「瞬間」 と

の間に、相 違点 を見 い 出せ た らと思 うのであ る。 「私 」に訪れ る次 の「瞬間」

を検討 してみ る。

「船 」とい う存在 に よって生 の歓 喜の瞬 間 を味わ い
、 自分 が骨 の髄 まで も

船乗 りであ るこ とを知 った主 人公 は、 さ らに船 長 の椅 子に腰掛 けた時、鏡

と向き合 う孤独 の中で、突然 、「継承」とい うもの を意 識 し、歴代 の船長 の

魂の総和 が、 己の魂 に ささや きかけて くるような感 を抱 くの であ る。

   I sat down in the arm-chair at the head of the table — the 

captain's chair.... A succession of men had sat in that chair. I 

became aware of that thought suddenly, vividly, as though each had 

left a little of himself between the four walls of these ornate bulk-
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 heads  ; as if a sort of composite soul, the soul of command, had 

whispered suddenly to mine of long days at  sea and of anxious 

moments. 
 "You

, too!" it seemed to say... (pp.52-53)

「お前 もや は り」 とささや く声 は
、 さらに続け て、「私 」が 己の 自我 を見 つ

め る過程 にお いて、 又、厳 しい海 との 闘いにお いて、彼 らと共 通の経験 を

経て い くだ ろ うと告 げ るのであ る。

これ もまた、 「船 長 の椅 子」とい う対象が 浮か び上 が らせ た、ヴ ィジ ョン

の瞬 間で ある と言え るで あろ う。 「私 」は、船 長魂 とで も言 うべ き伝統 を垣

間見 るの である。 しか し、 ここで、特 に留 意 してお きたい ことは、上の 引

用 においては っ きりと感ぜ られ る、他者 とのつ なが りの意 識で ある。本 来、

Joyceの 用 い た"epiphany"と は、孤独 な精神 性 とい う ものの上 に成 り立 つ

ものでは ないだろ うか。 もっ と言 うな らば、芸術 意識 に基づ いた、孤高 の

芸術 家的 な ものであ るよ うに思 われる。一 方、 こ こに おいて見 られ る瞬 間

は、 一個 人の もの、 あるいは、場合 に よって は秘教 的 とまで言 える ような

性質 を持 つ ものでは ない。む しろ、LordJimな どの作 品のテーマ となって

い る"oneofus"と い う、海 の世 界の絆 に基づ い た 「瞬 間」であ り、共有 す

る 「瞬 間」、受 け継がれ てい く 「瞬間」と言 えるであ ろ う。小 説の 中で、 主

人公 は、試練 を体 験 し、深 く内省 の世 界に沈む孤独 な存在 であ るが、一 方

で、 常に何か しら、他 者 との 「連帯」 とい う ものに支 え られて いる とい う

感 を否め ない。

さ らに、先 に挙 げ たHaughは 、JoyceがDublinersで 用 い た"static,

nondramaticepiphanies"と 比べ て、LoydJimが 、"astorydevelopedby

epiphany"で あ ると指摘 して い る。7)前 に触 れ たよ うな、 この作 品におけ る

"epiphany"と い う語 の使 用 の是 非 は別 として
、確 かに、静 的 なヴィ ジョン

の 「瞬 間」は、単に 断続 的 に並列 されてい る とい うよ りも、物語 の展開の

上に生 じてい る と言 え るで あろ う。 よって、船 の伝統 を意識 した 「私 」 は、

凪の苦 しみの 中で、今度 は絶望 の余 り、「船 が まるで浮 遊す る巨大 な墓場 だ
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とい う病 的 なヴィジ ョン」("amorbidvisionofherasafloatinggrave"

p.92)を 持 つ ので ある。

M.H.Abramsは 、 その著書NaturalSupernaturalismの 中 で、 ロマ ン

派の作家達 が描 いた"Moments"に つ いて言及 してい る。8)彼 の定義 の一部

を借 りるな らば、 それは、 日常 の事物、 出来事 が、突 然啓示へ と輝 く瞬 間、

過 ぎゆ くもの を捉 え るが ご とくの瞬間、 そ して時 とい うもの を越 えた永遠

を垣間見 る瞬 間であ る。凪に捕 われ た船 の中で、 「私 」は、全 くの静止 と暗

闇に包 まれ る。孤独 と静 寂が 引 き起 こす 、次に引用す る 「瞬間」 は、魂 の

永遠 との融和 とい う点 にお いて、Abramsの 言 う"RomanticMoment"と

の 類似性 を感 じさせ るものか もしれ ない。

The quietness that came over me was like a foretaste of annihilation. 

It gave me a sort of comfort, as though my soul had become suddenly 

reconciled to an eternity of blind stillness. (p.108)

Abramsは さ らに、"RomanticMoment"か らの 流れ を受 け た"Modern

Moment"の 多様性 を示 し、 その うちの1つ として、 「生 の真実 を現 わす」

Conradの"momentofvision"を あ げてい る。9)

以 上 の ように、主 人公 の成長過 程、 あ るいは想念の 流れの 中には、 ロマ

ン派か らモ ダニズムへ の系譜 との比較 において、類似性 と相 違性 を孕む静

的 な 「瞬 間」 を指摘 す るこ とが で きる と言え よう。 しか し、作 品の後半部

におい て生 じる 「瞬 間」は、 それ ら と性質 を異にす る もの なの であ る。

作品の中で、主人公 「私」は、「瞬間」を経ていく。倦怠の瞬間、生の実

感を得 る瞬間、船の伝統 を認識す る瞬間、凪 とい う苦難の中での絶望の瞬

間、そして魂の永遠 との融和の瞬間等である。これ らは、「私」のイニシエ

ーションの過程における、心の内面の 「瞬間」である。 ところが、船が海

に出、凪に苦 しまされるようになってか ら、作中に、 自然の もたらす、外

因的な 「瞬間」が加わって くるこ とに気づ く。すなわち、成長過程の流れ
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の 中 の瞬間 と、船 の進行 におけ る瞬 間が、微 妙 に重な り合 わ さって い くの

であ る。以下、 作 品の終結部 、凪が崩 れ よ うとす る 「瞬 間」 を検 討 してみ

る。

悪疫 と凪 に よって難渋 する船 の 中で、 若 き船長 は、苦 しい試練の ただ 中

にい る。 その心 の 内奥 に合 致す るか の ように船 も動か ない。 そ して、 罪の

意 識 と悔恨 の中で 「私」 は、 よ り深 い 自意識へ と到達 す るので ある。 恐 し

い幻影 に ひるむ 自分が 、「たい した人間で はない」("Iamnogood"p.107)

と 日記に書 き綴 り、さ らに、何 の屈託 もなか った 日々 を"shadow-line"の 向

こ うに想 うのであ る:"Itseemstomethatallmylifebeforethat

momentousdayisinfinitelyremote,afadingmemoryoflight-hearted

youth,somethingontheothersideofashadow."(p.106)

す る とこの後 、天候 の変化 が告 げ られ、船 を と りま く暗黒の雲が大粒 の

雨 をもた らすので あ る。

Raindrops. Enormous. Forerunners of something. Tap. Tap. Tap. 

 I turned about, and, addressing Gambril earnestly, entreated him to 
"hang on to the wheel ." But I could hardly speak from emotion. The 

fatal moment had come. I held my breath. The tapping had stopped 

as unexpectedly as it had begun, and there was a renewed moment of 

intolerable  suspense....  (pp  .113-114)

主人公が"shadow・line"を 越えたという示唆に追って重なるように、上のよ

うな 「瞬間」が描かれている。海 という状況のみが持ち得 る丶厳 しい自然

の外的瞬間が、主人公の内面の瞬間をより劇的に表 していると言えよう0

さらに、ここで見 られる 「瞬間」は、今 まで挙げてきたような静的なヴィ

ジョンの 「瞬間」 とは異なってい る。「流動 と停滞」の間の緊張状 態であ

り、それは、状況 をひっくり返す力を溜め、次の変化への積極的な契機 と

もなっている。つ まり、流れの中で、言わば動的(dynamic)な 役割 を果 し

ている 「瞬間」であると言えるだろう。そして、この緊張が破れる時、船
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は 海 の 上 を 滑 り出 す の で あ る:"Itwasthemomentofbreakingstrain

andwasrelievedbytheabruptsensationoftheshipmovingforwardas

ifofherselfundermyfeet."(pp.116-117)

こ の よ う に 、 作 品 は 、 静 的 な ヴ ィ ジ ョ ン の 至 高 の 瞬 間 に よ っ て で は な く、

む し ろ 海 と い う 限 定 的 な 、 劇 的 な 外 因 的 瞬 間 を 用 い て 終 結 に 向 っ て い る の

で あ る 。

III

TheShadow-Lineは 、Conradの 晩 年、死 のほぼ10年 前に執筆 されて い

る。彼の 自伝 的 な 「船 長初 体験」 とい う ものに、その素材 が求め られて い

る点にお いて、しば しば"TheSecretSharer"な どに共通性 を見い出 され て

いる10)が、む しろこの作 品 は、LordJim等 に代 表 され る初期 作品 との脈絡

を強 く感 じさせ る もので あるよ うに思 われ る。 その脈絡 の因 をなす ものの

1つ として、 消 えゆ く..「瞬 間」 を留め よ うとす る、彼 の創作 意識 をあ げ る

こ とが で きるか もしれない。

初期作TheNiggerofthe"Narcissus"の 序 文 において、'Conradの 「瞬

間」への 言及 を幾つ か見 い出す こ とが で きる。例 え1ギ、芸術 家の使 命に対

す る次の ような一文 があ る:"Tosnatchinamomentofcourage,from

theremorselessrushoftime,apassingphaseoflife,isonly,the

beginningofthetask,"11)こ の よ うな、仮 借 な き時の連続性 の中に 「瞬 間」

を捉 え、 そ して それ を描 こ うとす る芸術意識 は、す でに指摘 したよ うに、

ロマ ン派 か らモダニズムへ の伝統 と通ず る もので あろ う。 しか しなが ら、

この作 品の中にの み限 った考察 が許 され るな らば、Conrad独 自の 厂瞬 間」

の特質 を幾つ か指摘 で きるよ うに思 う。 まず、、それ ぞれの瞬間 は作 品展 開

に大 きく寄 与 してい る。 そ して、「見 させ るこ と」("makeyousee")を 創

作の 目標 に置 くConradに とって、「瞬間」は、主 としてヴ ィジ ョンの瞬 間

であ るが 、 それ らは超 越 的 な もの とい うよ りも、 む しろ 「可視 的世 界」

("visibleworld")と 結 びつ いた ものであ る。また、「連帯感 」("solidarity")
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という彼のテーマを、作中の、伝統や絆によって共有する 「瞬間」の中に

見い出し得 よう。この作品が、第一次大戦に従軍中の息子Borys,そ して同

じ世代の若者達に捧げられている点を考 えるならば、それは、 より普遍的

広が りを持つ共有の瞬間であると言えるか もしれない。さらに、外界か ら

遮断された船 という状況を用いて、`孤独 と内省の中で主人公が体験する内

的な瞬間を追い描 きながら、最終的には、外的な瞬間によって作品が解決

されているという点は、Conradの 作 品世界における 「瞬間」Lを考える際

に、非常に興味深い問題であると思われる。

最後 に、ConradはTheShadow-Lineの 序 文 にお いて、 この物語 は、 自

分 自身の体 験 を、時 を経て、 「心 の 目」("theeyeofthemind")で 眺 め た

もの であ り、「愛 情」("affection")に よ って色づ け した もの であ ると述べ

て い る。12)しば しば回想 とい う形 で 自分 の体 験 を作 品 に したConradに と

って、 「瞬間」は、薄 れゆ く彼 自身の過去 の記 憶の 中で、あ る種 の郷愁 を伴

って重 きをなす、「海 」 と 厂若 さ」、 この2つ と切 り離せ ない ものだ と思 わ

れ るの であ る。13)
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